５月公開例会 企業協賛を募る事業形態に至った経緯

今年度の公開例会を企画するにあたり､我々委員会で講師に関し様々検討を重ねた結果､映画コメンテーターとして活躍中のLiLiCo氏を第一候補として考えた｡

しかし､講師側と交渉した結果、講師費用が１０５万円と高額であることと､講師側から入場料無料の講演という要請があったため、過去の事業において実践した実績のあるチケット販売の収益分を見込むことが出来ず､したがって限られた事業予算内で､この講師をお招きして行う公開例会は実施不能となる｡

しかし、当委員会は何とかしてこの講師をお招きし公開例会を成功させたいと考え､そのためには､予算超過分の金額を何らかの方法で補わなくてはならないと検討を重ねた結果､企業からの協賛を頂きの補填に充てる事業形態をとることとした｡
当初､ムービーオン山形様に相談したところ､映画配給会社の東宝とも交渉し､事業費不足分の補填となるくらいの協賛金協力をできるかもしれないとの話も頂いたが､東宝との交渉が不調と終わり､総予算が大きく足りない事態となってしまった｡その後､講師変更も検討の中にはあったが､何としてもLiLiCo氏をお招きしたいとの想いが強く､想定される来場者層向けの各企業様向け広告協力を提供し､協賛企業募集へあたることとなった｡
